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袖 志経ヶ岬分屯基地
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京丹後市成人式
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ほか
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Ｘバンド・レーダーの追加配備計画について住民に説明する
防衛省幹部ら（3月11日、宇川小体育館で）

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
追
加
配
備
に
関
す
る
金

澤
博
範
防
衛
事
務
次
官
（
左
端
）
と
中
山
京
丹

後
市
長
と
の
面
談
（
２
月
26
日
、
市
役
所
峰
山

庁
舎
）

防衛省幹部らによるＸバンド・レーダーの追加配備計画に関
する住民説明会（3月12日、丹後地域公民館で）

市議会議員全員協議会でＸバンド・レーダーの追加配備計画
について説明する佐藤正久政務官（中央、3月13日、議場で）

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
の

�

配
備
候
補
地
に

　

２
月
末
に
防
衛
省
か
ら
、「
丹
後
町
袖
志
に
あ
る
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
を
Ｘ
バ
ン
ド
・

レ
ー
ダ
ー
の
追
加
配
備
の
候
補
地
に
し
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
が
市
に
対
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
市
で
は
、
地
域
住
民
や
市
議
会
議
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、

防
衛
省
の
担
当
者
か
ら
具
体
的
な
説
明
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
開
か
れ
た
住
民
説
明
会

な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

２
月
22
日
（
日
本
時
間
23
日

未
明
）
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳

会
談
で
、
北
朝
鮮
な
ど
の
最
近

の
ミ
サ
イ
ル
開
発
状
況
に
鑑か

ん
が
み
、

日
米
に
お
い
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
防
衛
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

Ｘバンド・レーダーの概要（防衛省広報資料から）
　米軍が開発した弾道ミサイルの探知・追尾を目的としたレーダー
で、ペトリオット・システムのように迎撃ミサイルを有するもので
はなく、ミサイルが飛来する可
能性が高い空域を監視し、飛来
するミサイルを精密に探知、追
尾する能力に優れたレーダーで
す。

の
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
２
月

26
日
に
は
、
防
衛
省
の
金
澤
博ひ

ろ

範の
り

事
務
次
官
を
は
じ
め
幹
部
ら

８
人
が
京
丹
後
市
役
所
を
訪
れ
、

青
森
県
つ
が
る
市
の
航
空
自
衛

隊
車し

ゃ

力り
き

分
屯
基
地
に
次
い
で
日

本
で
２
基
目
と
な
る
、
米
軍
が
開

発
し
た
移
動
式
早
期
警
戒
レ
ー

ダ
ー
「
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
」

の
配
備
先
と
し
て
、
航
空
自
衛

隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
を
最
優
先

候
補
地
と
し
て
検
討
・
調
整
を

し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
山
市
長
は

「
ま
ず
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安

心
の
確
保
が
第
一
で
あ
り
、
健
康

へ
の
影
響
や
リ
ス
ク
な
ど
の
懸
念

を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
住
民
へ

の
十
分
な
説
明
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
衛
省
の
意
向
を
受
け

て
市
は
、
翌
27
日
に
袖
志
、
尾

和
、
中
浜
、
久

き
ゅ
う

僧そ

、
平へ

い

、
竹た

か
の野
、

間た
い
ざ人
、
徳
光
の
基
地
周
辺
８
地

区
の
区
長
を
対
象
に
説
明
会
を

実
施
。
市
の
要
請
に
応
じ
て
、
防

衛
省
の
幹
部
ら
が
３
月
11
、
12

日
の
２
回
、
丹
後
町
内
で
住
民
説

明
会
を
開
き
ま
し
た
。
宇
川
小

体
育
館
（
11
日
）
に
は
約
２
４
０

人
、
丹
後
地
域
公
民
館
（
12
日
）

に
は
約
１
４
０
人
が
参
加
し
、
約

２
時
間
に
わ
た
り
説
明
と
質
疑

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
13
日
に
は
、
佐
藤
正

久
政
務
官
ら
防
衛
省
幹
部
が
、

市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
で
、

市
議
会
議
員
に
対
す
る
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
◆

　
住
民
説
明
会
な
ど
で
の
質

問
に
対
す
る
防
衛
省
の
回
答

を
、
抜
す
い
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
ぜ
、
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー

を
経
ヶ
岬
に
配
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
か
。

―
―
経
ヶ
岬
は
、
日
本
海
側
に
所

在
す
る
自
衛
隊
施
設
を
中
心
に
、

レ
ー
ダ
ー
の
探
知
距
離
や
幅
域
、
運

用
方
法
、
上
空
の
航
空
路
の
有
無
、

電
波
環
境
、
十
分
な
土
地
の
確
保

な
ど
を
基
準
に
、
日
米
間
で
慎
重
に

検
討
し
た
上
で
の
候
補
地
で
す
。

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備

の
た
め
に
用
地
取
得
が
必

要
に
な
り
ま
す
か
。

―
―
基
地
周
辺
の
数
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
用
地
の
取
得
（
買
収
・
賃
貸
借
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
米
軍
基
地

に
必
要
と
な
る
土
地
は
、
防
衛
省
で

土
地
所
有
者
と
契
約
し
て
使
用
権

原
を
得
て
米
軍
に
提
供
す
る
形
と

な
り
ま
す
。

配
備
に
伴
い
、
何
人
の
人
員
が

配
置
さ
れ
ま
す
か
。

―
―
最
大
で
１
６
０
人
が
配
置
さ

れ
ま
す
が
、
民
間
技
術
者
が
多
数

を
占
め
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

人
員
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で

す
が
、
車
力
通
信
所
に
つ
い
て
言
え

ば
、
全
員
が
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。

経
ヶ
岬
へ
の
攻
撃
の
可
能
性

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

―
―
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
を
配

備
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
攻
撃
の
可

能
性
が
高
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。レ

ー
ダ
ー
が
発
す
る
電
波
は
、

健
康
や
日
常
生
活
に
支
障

を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

―
―
「
Ｘ
バ
ン
ド
」
と
い
う
周
波

数
は
、
細
胞
の
遺
伝
子
を
損
傷
す

る
こ
と
の
な
い
周
波
数
帯
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
人
体
へ
の
健
康
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ー
ダ
ー
の
前

方
に
立
つ
と
熱
を
感
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
安
全
に
万
全
を
期
す

た
め
、
レ
ー
ダ
ー
前
面
に
一
定
の
立

入
禁
止
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
な

ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
上
波
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

携
帯
電
話
な
ど
へ
の
電
波
障
害
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
に
万
全
を

期
す
た
め
、
レ
ー
ダ
ー
前
面
の
上
空

に
飛
行
制
限
区
域
を
設
定
し
ま
す
。

米
軍
の
規
律
保
持
、
事
件
・
事

故
防
止
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
つ
も
り
で
す
か
。

―
―
国
、
米
軍
、
地
元
関
係
機
関

な
ど
が
連
携
で
き
る
よ
う
連
絡
会

を
設
け
る
な
ど
し
て
協
力
関
係
を

築
き
、
事
件
・
事
故
防
止
に
万
全

を
期
し
ま
す
。

風
評
被
害
に
よ
る
農
林
水
産

物
や
地
域
へ
の
影
響
な
ど
が

生
じ
た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
で
す

か
。

―
―
防
衛
省
の
広
報
手
段
を
活
用

し
、
風
評
被
害
の
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
相
談
窓
口
を
設
け
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
に
お
答

え
し
ま
す
。

地
域
へ
の
経
済
効
果
は
あ
り
ま

す
か
。

―
―
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
の
配

備
が
地
域
経
済
へ
の
活
性
化
に
も

資
す
る
よ
う
、
米
軍
な
ど
に
対
し
て

可
能
な
限
り
働
き
掛
け
て
い
き
ま

す
。

2 月 26日、防衛省幹部来庁

総
務
課☎

６
９
‐
０
１
４
０

経ヶ岬分屯基地、Ｘバンド・レーダーの配備候補地に

丹
後
町

袖

志

経
ヶ
岬
分
屯
基
地

中
山
市
長
「
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
が
大
前
提
」

Ｘバンド・レーダーの外観（アンテナユニット）
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公共交通
「
京
丹
後
市
営
バ
ス
運
行
事
業
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正

利
便
性
向
上
へ 

市
営
バ
ス
２
路
線
を
延
伸

行政

４
月
１
日
か
ら
商
工
観
光
部
の
組
織
を
見
直
し

ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
交
流
課
を
新
設

公共交通

鳥
取
・
松
江
・
京
丹
後
市
の
３
市
長
が
発
起
人
会

「
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
」実
現
へ
市
町
村
会
議

久 美 浜 町
「川上線」「佐濃北線」

財政

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
が
成
立

国
の
緊
急
経
済
対
策
関
連
な
ど
４
億
4313
万
円
増
額

　
市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
に
よ
る

産
業
の
振
興
や
地
域
の
活
性
化

を
推
進
す
る
担
当
部
署
を
新
設

す
る
な
ど
の
市
役
所
組
織
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
１
日

か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
商
工
観

光
部
に
お
い
て
▽
「
商
工
振
興

課
」と「
産
業
雇
用
総
合
振
興
課
」

を
統
合
し
て
「
商
工
振
興
課
」
に

改
編
す
る
▽
「
観
光
振
興
課
」
を

分
割
し
「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
・
交
流

課
」
を
新
設
す
る
―
も
の
で
す
。

　

従
来
の
「
商
工
振
興
課
」「
産

　

今
回
の
改
正
は
、
久
美
浜
町

内
を
運
行
す
る
「
川か

わ

上か
み

線
」
と

「
佐さ

濃の

北
線
」
の
２
路
線
で
、
停

　
市
は
、
３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
市
営
バ
ス
路
線
の
延
伸
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
京
丹
後
市
営
バ
ス
運
行
事
業
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正

し
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

会
議
の
設
立
を
呼
び
掛
け
た

中
山
市
長
は
「
山
陰
が
線
で
京

阪
神
に
つ
な
が
り
、
環
日
本
海
の

国
土
軸
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
の

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ

な
い
。
同
時
に
、
太
平
洋
側
で
の

万
一
の
災
害
に
備
え
る
交
通
イ
ン

　

佐
濃
北
線
は
、
起
点
を
「
佐

野
乙
」
か
ら
「
佐
野
丙
」
に
延
伸

　
山
陰
と
京
阪
神
、
北
陸
ま
で
を
結
ぶ
超
高
速
鉄
道
の
整
備
を
目
指
す
「
山
陰
縦
貫
・
超

高
速
鉄
道
整
備
推
進
市
町
村
会
議
（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
た
発
起
人
会
が
２
月
19
日
、

鳥
取
県
鳥
取
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
鳥
取
市
の
竹
内
功
市
長
、
島
根
県
松
江
市
の
松

浦
正
敬
市
長
、
京
丹
後
市
の
中
山
泰
市
長
が
、
６
月
を
め
ど
に
市
町
村
会
議
を
発
足
さ
せ
、

山
陰
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
建
設
を
国
に
求
め
て
い
く
方
針
で
合
意
し
ま
し
た
。

フ
ラ
を
整
備
す
る
上
で
も
国
家
戦

略
上
の
意
義
は
高
い
」
と
必
要
性

業
雇
用
総
合
振
興
課
」
が
行
っ

て
い
た
業
務
は
、「
商
工
振
興
課
」

が
担
当
。
ま
た
「
観
光
振
興
課
」

は
、
観
光
振
興
策
、
観
光
振
興

計
画
の
推
進
な
ど
の
観
光
施
策

を
中
心
に
担
い
、「
ス
ポ
ー
ツ
観

光
・
交
流
課
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観

光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
そ
の
実

施
組
織
の
設
立
・
運
営
、
ス
ポ
ー

ツ
観
光
の
推
進
、
観
光
交
流
施

設
の
管
理
運
営
な
ど
を
業
務
と

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
画
総
務
部
企
画

政
策
課
に
、
若
者
の
夢
を
叶
え

す
る
と
と
も
に
、
運
行
経
路
を
一

部
変
更
。
佐
濃
地
区
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
に
「
佐
野
丙

停
留
所
」
を
新
設
し
て
、
住
民

が
買
い
物
な
ど
を
す
る
際
の
利

便
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行

経
路
に
当
た
る
「
高
龍
中
学
校

前
」
の
バ
ス
停
名
称
を
「
旧
高

龍
中
学
校
前
」
に
変
更
。
２
路

線
の
延
伸
、
経
路
の
変
更
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
運
賃
を
一
部
変
更

会
議
終
了
後
、
握
手
を
交
わ
す
発
起
人
の
３

市
長
。
左
か
ら
松
浦
正
敬
・
島
根
県
松
江
市

長
、
中
山
泰
・
京
丹
後
市
長
、
竹
内
功
・
鳥

取
県
鳥
取
市
長
（
鳥
取
県
鳥
取
市
役
所
で
）

和田野保育所旧施設を活用して「京
丹後農業経営実践型学舎」を創設

を
強
調
。
竹
内
市
長
は
「
地
域

に
新
た
な
夢
を
運
ん
で
く
る
も
の

だ
」、
ま
た
松
浦
市
長
は
「
山
陰

12
市
（
島
根
県
８
市
、
鳥
取
県
４

市
）
は
か
ね
て
か
ら
の
思
い
も
あ

り
賛
成
す
る
」
と
述
べ
、
会
議
の

設
立
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
構
想
ル
ー
ト
は
、
▽
下
関
（
山

口
県
）か
ら
山
陰
側
を
通
り
豊
岡
、

福
知
山
を
経
て
大
阪
ま
た
は
京
都

に
至
る
▽
福
知
山
か
ら
舞
鶴
、
小

浜
（
福
井
県
）
を
経
て
北
陸
新

幹
線
に
接
続
す
る
―
の
２
案
を
提

案
。
整
備
方
式
は
、
既
に
構
想
が

持
ち
上
が
っ
て
い
る
山
陰
新
幹
線

と
技
術
革
新
が
進
む
リ
ニ
ア
鉄
道

〝
京
丹
後
農
業
経
営
実
践
型
学

舎
〟
推
進
事
業

�

▼
１
億
３
８
４
７
万
円

　

丹
後
国
営
開
発
農
地
を
実
践

農
場
と
し
て
、
大
規
模
畑
作
の

生
産
技
術
か
ら
販
売
戦
略
ま
で

　
４
億
４
３
１
３
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
３
３
１
億
１
１
０
９
万

円
と
す
る
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
が
、
３
月

定
例
市
議
会
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
た
13
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

の
経
営
力
を
実
践
習
得
す
る
「
京

丹
後
農
業
経
営
実
践
型
学
舎
」

を
創
設
し
、
府
と
の
共
同
で
大
規

模
農
業
経
営
者
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。
和
田
野
保
育
所
旧

施
設
を
宿
舎
に
改
修
す
る
費
用

１
億
２
１
５
０
万
円
、
土
づ
く
り

用
農
業
機
械
購
入
費
８
９
２
万

円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

小
学
校
再
配
置
施
設
整
備
事
業	

�

▼
１
億
３
１
９
４
万
円

　

弥
栄
町
の
鳥
取
小
、
溝
谷
小
、

黒
部
小
、
野
間
小
の
４
校
が
平

成
26
年
４
月
に
再
配
置
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、
拠
点
校
と
な
る
鳥

取
小
を
整
備
。
特
別
教
室
棟
増

築
（
図
書
室
、
情
報
教
室
）、
屋

外
フ
ェ
ン
ス
改
修
、
プ
ー
ル
槽
改

修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
経
費	　

　
　
　

�

▼
57
万
円

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」を
進
め
る
た
め
、

河
川
沿
い
の
堤
防
な
ど
へ
の
植

樹
・
植
栽
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
し

ま
す
。

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

の
両
方
で
検
討
を
進
め
、
整
備
費

用
は
全
額
国
が
負
担
す
る
よ
う
要

望
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
市
町
村
会
議
の
設
立
に

向
け
て
鳥
取
、
島
根
両
県
を
は
じ

め
山
口
県
や
福
井
県
な
ど
沿
線
７

府
県
の
市
町
村
に
参
加
を
働
き
掛

け
る
こ
と
と
し
、
超
高
速
鉄
道
の

実
現
に
向
け
た
国
へ
の
要
請
や
費

用
対
効
果
な
ど
の
調
査
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

る
た
め
の
支

援
を
行
う
担

当
を
配
置
。

市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に

意
見
や
要

望
、
解
決
策

な
ど
の
意
見

交
換
の
場
を

設
け
、
ま
ち

の
活
性
化
に

つ
な
が
る
動

き
と
な
る
よ

う
な
仕
組

み
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま

す
。

し
ま
す
。

　

市
と
丹
後
海
陸
交
通
が
共
同

運
行
す
る
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
弥
栄
網
野
砂
丘
線
（
弥
栄

町
―
久
美
浜
町
）
で
温
泉
利
用

客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
「
浅

茂
川
温
泉
静
の
里
停
留
所
」
が

新
設
さ
れ
、
３
月
16
日
か
ら
新

ダ
イ
ヤ
で
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

留
所
の
新
設
や
路
線
延
伸
を
行

う
も
の
。

　

川
上
線
は
、
事
業
形
態
を
市

バ
ス
事
業
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
混

乗
事
業
に
変
更
し
、
終
点
を
「
久

美
浜
駅
」か
ら「
久
美
浜
中
学
校
」

ま
で
延
伸
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
４
月
か
ら
の
久
美
浜
中
と

高こ
う

龍り
ゅ
う

中
の
再
配
置
に
伴
う
生
徒

の
通
学
手
段
を
確
保
し
ま
す
。利用者の便利性向上を図るため路線延伸などを

した市営バス「川上線」（写真上）と「佐濃北線」

見直し前（～H25.3.31） 見直し後（H25.4.1～）

商工振興課

観光振興課

商工振興課
産業雇用総合振興課

観光振興課
スポーツ観光・交流課
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改革プラン23年度
実 施 状 況 を 点 検

医療

京
丹
後
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
が
中
山
市
長
に
報
告
書

市
立
２
病
院
の
経
営
改
善
の
取
り
組
み
評
価

市立学校条例の
一部改正案可決

施設名 対象施設 工事完了日 工事費（千円）
島津保育所 全体棟 Ｈ24.9.18 30,702
大宮第二小学校 管理棟・普通教室棟 H24.11.28 97,873
大宮第三小学校 体育館 H24.12.19 59,656
吉野小学校 体育館 H24.11.8 28,184
田村小学校 体育館 H24.10.24 69,927
神野小学校 体育館（改築） H25.3.22 467,334
間人中学校 教室棟 H24.12.18 104,680
※工事費には、大規模改修や校舎増改築を含む。

　
「
京
丹
後
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
」（
浅
田
武
夫
委
員
長
、
６
人
）

か
ら
、
２
月
20
日
、
改
革
プ
ラ
ン
の
平
成
23
年
度
の
実
施
状
況
に
関
す
る
点
検
・

評
価
報
告
書
が
中
山
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
弥
栄
と
久
美
浜
両
病
院
の
経

営
改
善
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
一
方
で
、
医
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
再
配

置
は
、
市
が
児

童
生
徒
数
の
減

少
や
複
式
学
級

の
解
消
に
対
応

し
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
し
た

「
学
校
再
配
置

基
本
計
画
」
に

基
づ
く
も
の
。

市
教
育
委
員
会

が
、
▽
拠
点
校

を
網
野
南
小
と

す
る
▽
再
配
置

の
時
期
を
平
成
26
年
４
月
と
す
る
―
こ
と
な
ど
を
実

施
方
針
に
定
め
、
平
成
23
年
２
月
か
ら
地
域
の
学
校

関
係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
９
月
に
は
、
両
校
区
内
の
住
民
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る
「
網
野
南
小
・
郷

小
学
校
づ
く
り
準
備
協
議
会
」（
事
務
局
、
市
教
委
）

が
設
置
さ
れ
、
こ
の
間
、
校
名
や
通
学
支
援
の
在
り

方
な
ど
が
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

再
配
置
に
向
け
て
両
校
で
は
、
交
流
学
習
や
交
流

給
食
な
ど
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
深
め
る
取
り
組
み

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

推
進
。
評
価
委
員
会
を
設
置
し

て
、
毎
年
度
そ
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、
経
費
の
抑
制

や
収
益
の
増
加
に
努
め
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
単
年
度
資
金
収

支
が
両
病
院
と
も
に
４
年
連
続

の
黒
字
と
な
っ
た
点
を
評
価
。
さ

　

市
が
、
両
病
院
の
４
年
間
の

経
営
目
標
な
ど
を
定
め
た
改
革

プ
ラ
ン
を
平
成
21
年
に
策
定
し
、

事
業
経
営
改
善
の
取
り
組
み
を

医
療
現
場
の
体
験
を
通
じ
て
、
未
来
の
医
師
・
看
護
師
を
育
て
る
取
り
組
み
。
平
成
24
年
８
月

に
実
施
の
弥
栄
病
院
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」（
写
真
上
）
と
久
美
浜
病
院
「
キ
ッ
ズ
ド
ク
タ
ー
・

キ
ッ
ズ
ナ
ー
ス
」

「
交
流
給
食
」
で
は
、
網
野
南
小
と
郷
小
の

１
～
４
年
生
が
一
緒
に
給
食
を
味
わ
い
な
が

ら
交
流
を
深
め
た
（
今
年
２
月
18
日
、
網

野
南
小
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
）

医
療
政
策
課

☎
６
９
‐
０
３
６
０

保育・教育

平
成
24
年
度 

学
校
施
設
な
ど
の
耐
震
化
状
況

保
育
所
・
学
校
７
施
設
で
耐
震
補
強
実
施

　

市
は
、
平
成
24
年
度
の
保
育

所
・
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業

で
、
１
保
育
所
と
５
小
学
校
、
１

中
学
校
の
７
施
設
に
つ
い
て
、
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
で
は
、「
京
丹
後
市

立
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
大
宮
第
二
小
学
校
（
大

宮
町
）と
間た

い
ざ人

中
学
校（
丹
後
町
）

の
管
理
棟
や
教
室
棟
の
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
。
大
宮
第
三
小

学
校
（
大
宮
町
）
と
吉
野
小
学

校
（
弥
栄
町
）、
田
村
小
学
校

（
久
美
浜
町
）
は
、
体
育
館
の
耐

震
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
４
月
の
学
校
再
配
置
（
新

校
名
「
か
ぶ
と
山
小
学
校
」）
で

拠
点
校
と
な
る
神か

ん

野の

小
学
校
（
久

美
浜
町
）
は
、
児
童
数
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
の
校
舎
改
修

と
併
せ
て
体
育
館
を
改
築
し
ま

し
た
。

　

保
育
所
施
設
で
は
、「
京
丹
後

市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
島
津
保
育
所
（
網

野
町
）
施
設
の
耐
震
化
を
図
り

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
丹
波
小
学

校
（
峰
山
町
）
と
黒
部
小
学
校

（
弥
栄
町
）
で
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
を
予
定
。
さ
ら
に
峰
山

中
学
校
（
峰
山
町
）、
峰
山
小
学

校
（
同
）、
吉よ

し

原わ
ら

小
学
校
（
同
）、

丹
波
小
学
校
、
橘

た
ち
ば
な

小
学
校
（
網

野
町
）、
間
人
小
学
校
（
丹
後
町
）

の
教
室
棟
な
ど
の
耐
震
補
強
工

事
（
平
成
26
年
度
実
施
予
定
）

に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

教育

平
成
25
年
度
の
再
配
置
へ
拠
点
校
整
備

久
美
浜
中
の
校
舎
棟
を
増
築

　

市
は
、
久
美
浜
町
の
久
美
浜

中
学
校
と
高こ

う

龍り
ゅ
う

中
学
校
の
２
校

が
平
成
25
年
度
に
再
配
置
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
拠
点
校
と
し
て

使
用
す
る
久
美
浜
中
学
校
の
校

舎
棟
の
増
築
や
大
規
模
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
数
や
ク
ラ
ス
数
、
教
職

員
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

普
通
教
室
棟
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
３
階
建
）
３
室
や
給
食

調
理
室
（
鉄
骨
造
）
を
増
築
。
さ

ら
に
職
員
室
や
校
長
室
を
改
装

し
た
ほ
か
、
屋
上
防
水
な
ど
既

存
校
舎
の
老
朽
化
部
分
の
改
修
、

下
水
道
接
続
工
事
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

工
事
は
今
年
１
月
24
日
に
完

了
。
工
事
費
は
１
億
９
３
２
７
万

円
で
す
。

中
庭
部
分
に
普
通
教
室
を
増
築
し
、
体

育
館
と
教
室
棟
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
を

設
置

平成24年度 保育所・学校施設の耐震化等工事

（
写
真
上
）
耐
震
化
が
施
さ
れ
た
体
育
館
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
吉
野
小
学
校
の
児
童
。（
写
真

下
）
改
築
し
た
神
野
小
学
校
体
育
館

　
「
京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

案
が
、
３
月
定
例
市
議
会
初
日
の
２
月
27
日
に
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
網
野
町
の
網
野
南
小
学
校
と
郷
小
学
校
の

２
小
学
校
を
新
た
に
「
網
野
南
小
学
校
」
と
し
て
、
来

年
４
月
１
日
に
再
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ら
に
、
両
病
院
が
改
革
プ
ラ
ン

策
定
後
、
最
も
多
い
医
業
収
益

を
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
目

標
達
成
に
向
け
た
組
織
全
体
の

士
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
両
病
院
と
も
医
師
体

制
の
充
実
、
強
化
が
必
要
と
指

摘
。
さ
ら
に
、
施
設
の
老
朽
化
を

課
題
に
挙
げ
、「
不
足
す
る
医
師

の
負
担
軽
減
や
組
織
力
の
向
上
、

質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
た
め

に
も
、
さ
ら
に
働
き
や
す
い
環
境

整
備
が
大
切
」
と
し
て
い
ま
す
。

報告書を中山市長に提出し、意見を述べる浅田武
夫委員長（左）と上田誠副委員長

教育
網野南小と郷小が平成 26 年４月に再配置

新校名は「網野南小学校」
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「
平
成
25
年
京
丹
後
市
成
人
式
」
が
３

月
17
日
、
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）

で
行
わ
れ
、
あ
で
や
か
な
着
物
姿
や
凛り

り々

し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
新
た
な
門

出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
男
性
３
４
８
人
、
女
性
３
２
８
人
の
計

６
７
６
人
。
式
に
は
、
５
５
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、市
内
４
団
体
の
児
童
合
唱

団
が
、
丹
後
吹
奏
楽
団
の
演
奏
で
杉
本
竜一さ

ん
作
詞
作
曲
の「Tom

orrow

（
ト
ゥ
モ
ロ
ー
）」 

な
ど
を
合
唱
。
歌
で
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
府
知
事
、
市

議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
成
人
の
恩
師
を
代
表
し
て
、

起お
き

須す

周し
ゅ
う

平へ
い

教
諭
（
当
時
網
野
中
学
校
３
年
４

組
担
任
）
が
「
人
生
は
平
た
ん
な
も
の
で
は

な
い
。
自
分
で
行
き
た
い
道
を
選
び
、
開
拓

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
〝
二は

た

ち
十
歳
の
主
張
”
で
は
、
西に

し

住ず
み

裕ひ
ろ

高た
か

さ
ん

と
糸い

と

井い

彩あ
や

野の

さ
ん
が
、
成
人
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

に
要
旨
を
掲
載
）。

　
新
成
人
は
、
旧
友
や
家
族
と
笑
顔
で
写
真

を
撮
り
な
が
ら
、成
長
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

て
い
ま
し
た
。

京丹後市成人式６７６人が新たな門出 ３月１7日

　

成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
先
ど
う
な
る
の
か
不
安
で

あ
る
一
方
、
と
て
も
希
望
に

満
ち
溢
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
新
成
人
が
、
次

代
を
担
う
存
在
と
し
て
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

責
任
を
持
ち
、
人
と
の
絆
を

大
切
に
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
嫌
な
こ
と
や
、
や

り
た
く
な
い
こ
と
か
ら
決
し

て
逃
げ
ず
に
、
前
を
向
い
て

歩
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　
同
級
生
の
み
ん
な
、
吹
奏

楽
部
の
顧
問
の
先
生
や
部
員

た
ち
に
優
し
く
接
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
人
と
の
関
わ
り

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

今
さ
ら
だ
け
ど
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
春
か
ら
、
夢
だ
っ
た
洋

菓
子
店
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
早
く
一
人
前

に
な
っ
て
、
で
き
れ
ば
お
店

も
開
い
て
、
丹
後
を
活
気
づ

け
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
家
族
へ
の
孝
行

と
、
地
元
の
方
々
へ
の
貢
献

が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

“二十歳の抱負”

京丹後市成人式

「
キ
レ
イ
な
お
姉
さ
ん
に
な
る
！
」

西
田 

歩
さ
ん
（
大
宮
町
）

（
カ
ッ
コ
内
は
出
身
地
）

「
仲
間
み
ん
な
で

　
　
　
　
夢
を
掴
む
」

　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑 

英
基
さ
ん
（
峰
山
町
）

中
村 

泰
樹
さ
ん
（
峰
山
町
）

西
住 

裕
高
さ
ん

「
新
成
人
を

　
　
迎
え
る
気
持
ち
」

（
久
美
浜
町
）

「
今
だ
か
ら
」

「
芯
を
持
っ
た
大
人
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
船
戸 

孝
展
さ
ん
（
網
野
町
）

「
調
理
師
目
指
し
ま
す
！
」

芳
賀 

直
巳
さ
ん
（
丹
後
町
）

「
結
婚
す
る
！
」中島 

笑
さ
ん
（
峰
山
町
）

「
地
元
農
業
を

　
　
　
活
性
化
さ
せ
る
！
」

田
中 

里
恵
さ
ん
（
丹
後
町
）

「
人
の
役
に
立
て
る
大
人
に
な
る
！
」

梅
田 

裕
子
さ
ん
（
弥
栄
町
）

「
周
り
の
人
に
感
謝
し
て
い
く
」

岩
﨑 

美
貴
さ
ん
（
弥
栄
町
）

「
消
防
士
に
な
る
！
」

　
　
　
　
　
　
中
島 

教
貴
さ
ん
（
大
宮
町
）

「
真
面
目
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
友
松 

竜
飛
さ
ん
（
網
野
町
）

「
京
丹
後
の
発
展
を
願
う
」

　
　
　
　
　
　
小
幡 

友
章
さ
ん
（
久
美
浜
町
）

「
新
た
な
や
さ
し
い
町
へ

　
　
　
　
再
出
発
の
笛
が
な
る
」

　
　
　
　
　
　
辻
田 

陵
真
さ
ん
（
久
美
浜
町
）

安
田 

淳
一
さ
ん
（
峰
山
町
）

　
　
故
・
安
田 

勇
気
さ
ん
（
峰
山
町
）

平
井 

昭
徳
さ
ん
（
峰
山
町
）

　
　
　
　
後
藤 

千
拓
さ
ん
（
峰
山
町
）

糸
井 

彩
野
さ
ん（

大
宮
町
）

旧
友
た
ち
と
写
真
を
撮
る
新
成
人
た
ち
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　東日本大震災から丸 2年を迎えた３
月11日、湊小学校（久美浜町）で「東
日本大震災を考える会」が開かれまし
た。同校が、同名の縁で支援を続けて
いる宮城県石

いしのまき

巻市立湊小学校から届い
たお礼の手紙とビデオメッセージが披
露されました。
　湊小は、昨年度から本年にかけて児
童の手作りカレンダー、凧

たこ

、地元産の
米で作ったおかきなどを激励の手紙と
ともに贈り、被災児童たちを勇気づけ
てきました。また、PTAや地域住民
も協力し、バザーなどの収益で購入し
た移動式黒板や遊具を贈呈。地域ぐる
みで支援活動を展開してきました。
　石巻市立湊小の児童たちは、各学年
ごとに書いた手紙で感謝の気持ちを表
現し、同小６年生 24人は「今がんばっ
ていること」をビデオメッセージで紹
介。サッカーやピアノ、鼓笛隊などの
習い事も積極的にこなし、「一人一人
が目標を持って頑張っています」と力
強く話していました。

　国指定の天然記念物及び名勝に指定されている琴引浜
で3月1日、島津小（網野町）の４～６年生 60人が松
苗の植樹を行いました。同校が授業の一環として実施し
たもので、白砂青松の保全活動に参加することを通じて
自然を大切にする心を育むことが目的。白砂青松保全委
員会（岡田政雄会長）が協力し、事前学習なども行って
きました。
　当日、児童たちは同委員会メンバーの指導のもと、約
250平方㍍の斜面に720本の松苗を植樹。坪倉里奈さん
（4年）は、「海が近い私たちにとって、松林はとても身近
な存在です。大事にして、守っていきたいです」と話し
ていました。

　日本一短いアーケードとして知られる
峰山町の御旅市場で 3月 2日、「御旅市
場フリーマーケット（第51回）」（峰山御
旅商店会主催）が開催されました。
　この日は、市内の業者や個人 21者が
出店。会場には、旬の野菜を始め、古代
米を使ったばらずしや、さざえ飯、あん
こ餅、あま酒などが所狭しと並べられ、
オープン前からお目当ての品を求める買
い物客で行列ができていました。
　また、アーケード内のカフェスペース
では、特設の足湯場や、丹後の風景や花
などを「ちぎり絵」で表現した高齢者大
学生の作品を展示。来場者は足湯を楽し
んだり作品を鑑賞したりしながら、歓談
していました。
　主催者の中川芳郎会長は、「海の幸、山
の幸など“オール京丹後産”であること
がここの特徴。地元のみならず、観光客
にも楽しんでもらえる仕掛けづくりをし
たい」と話していました。同フリーマーケッ
トは、毎月第一土曜日に開催しています。

　「夕日がきれいに見える」と丹後町筆
ふで

石
し

の屏
びょう

風
ぶ

岩
いわ

が
人気のスポットとなっています。
　雨が降った日の翌日など、空が澄む日の夕方には、
夕日の写真を撮ろうとカメラマンたちが屏風岩周辺（国
道178号沿い）に並びます。前日に雨が降った２月28
日、国道沿いには数人のカメラマンが夕日に向かって
シャッターを切っていました。
　カメラが趣味という田中邦江さん（峰山町）は「こ
こから見る夕日が好きで、よく撮影にきます。棚田と海
と山とが夕日に映えてきれいです」と話していました。

　溝谷保育所（弥栄町）で、「園児の作品展」
が 3月1日から4日まで開かれ、訪れた保
護者や家族たちの目を楽しませました。
　同所には、0 歳児から5歳児まで103
人が通所。今回の作品展が一年を通して作
成した作品を一度に展示するとあって、そ
の数は500点以上。展示場の遊戯室には、
紙粘土で作ったひな人形（写真）やお面、
手編みのマフラーなど園児たちの力作が華
やかに飾られました。
　また、同所の行事や園児の日常の様子を
写真で紹介するコーナーも設置。園児の保
護者、堀江真由美さん（和田野）は「子ども
の作品や写真を見ることで、日々の成長が
感じられてよかったです」と話していました。

　大宮町奥大野区内の沿道をさくら草で
飾る「奥大の細道・花の道」が 3月 3日
から催されています。同区村づくり委員
会（田村洋委員長）が主催するもので、
20 年以上続く恒例の行事。毎年春先に
行っているものです。
　初日となった 3日、地区住民たち 30
人によって約 700のプランターが府・市
道沿いなどに配置され、沿道を通る人や
ドライバーたちを華やかに出迎えました。
　さくら草の栽培は、地区の女性グルー
プ、「なでしこフラワーズ」が協力。毎年、
花から取った種で育てているもので、冬
季の間も毎週草取りや水やり、温度管理
などを行ってきました。
　「なでしこフラワーズ」世話役の川口匡
美さんは「手塩にかけて育てた分だけ、
やさしい色の花を咲かせてくれます」と
話していました。また、村づくり委員会
の田村委員長は「この地区にプランター
が並ぶと、春が来たことを実感する。ぜ
ひ見に来てほしい」と呼びかけていまし
た。
　「奥大の細道・花の道」は、4月末まで
楽しめます。

▶
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
松
苗
を
一
本
一
本
丁
寧
に

植
樹
す
る
島
津
小
の
児
童
た
ち

▲児童の力作を鑑賞する親子

▶
屏
風
岩
（
右
下
）
周
辺
か
ら
見
る
夕
日
。
夏
に
な
る
に
つ
れ
、

だ
ん
だ
ん
と
写
真
右
側
（
東
）
に
沈
む
よ
う
に
な
り
ま
す

▲奥大野区内の沿道に並ぶさくら草

▲買い物客でにぎわうフリーマーケットの様子

▶
石
巻
市
立
湊
小
６
年
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
見
る
市
立
湊
小
の
児
童
た
ち

力
作
５
０
０
点
が
ず
ら
り

人気の夕日スポット“屏風岩”
「棚田、海、山が夕日に映えてきれい」

「白砂青松守ろう」と松苗を植樹
名勝・琴引浜で島津小児童が保全活動

網 野 町

被
災
支
援
の
活
動
に
お
礼
の
手
紙

久美浜町
３月11日

2月28日
丹 後 町

溝
谷
保
育
所
で
園
児
の
作
品
展 宮

城
県
石
巻
市
立
湊
小
か
ら
京
丹
後
市
立
湊
小
に

奥
大
野
区
に
春
を
呼
ぶ
「
さ
く
ら
草
」

７
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
沿
道
飾
る

3月3日
大 宮 町

お
目
当
て
の
品
を
求
め
行
列

御
旅
市
場
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
3月2日
峰 山 町

3月1日

弥 栄 町
3月１～4日

おくおおの
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地域医療の現場から
The Healthy Life

　今や京丹後市は、長寿健康都市として全国的に
も有名になりましたが、健康で長生きするには、

「メタボ」と「ロコモ」の予防が大切です。
　メタボは、新聞、雑誌、テレビなどで知られる
ようになりましたが、ロコモは、まだあまりなじ
みがないようです。今回は、このロコモについて
お話します。

　「ロコモ」とはロコモティブシンドロームの略で、
骨、関節、筋肉、神経などが衰えて、「立つ」「歩く」
といった動作がしづらくなり、要介護や寝たきりに
なる危険の高くなった状態をいいます。
　 ロコモの原 因としては 、骨 量 が 減 少する「 骨 粗
しょう症 」、軟骨が減 少する「変 形性関 節 症 」、筋
量が減 少する「サルコペニア」などがあります。骨
粗しょう症や関 節 症の症 状は、主に痛みですが、
経 過が長引くと筋力が低下し、曲げる筋肉と伸ば
す筋肉をバランスよく使うことができなくなること
で、歩行が困難になります。
　人が健 康に生活するには、骨量、関節、筋力の
バランスが必要です。したがって、運動器の病気を
一つ一つ治すだけでなく、運 動機能の問題を総合
的に考えて、予防や治療に取り組むことが大切です。

ロコモを予防して健康的な生活を
　若いうちから関心を持ちましょう 市立弥栄病院

整形外科医

森
もり

本
もと

  忠
ただ

信
のぶ

文
■
京
丹
後
市
内
で
は
10
件
を
採
択

　

き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド
支
援
事

業
は
、
こ
の
４
月
で
５
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
京

都
府
内
で
46
件
の
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
京
丹
後
市
内
で
は
、
10
件
の
取
り
組
み
を

採
択
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
農
林
水
産
物
な
ど
に
付
加
価
値

を
付
け
る
こ
と
で
地
域
の
特
産
品
と
な
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

丹
後
広
域
振
興
局
で
は
、
農
商
工
連
携
の
取
り

組
み
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

あ
じ
わ
い
の
郷
月
例
祭
や
マ
ル
シ
ェ
で
の
広
報
活
動

や
、商
品
開
発
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
へ
の
説
明
会
、

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
身
近
な
農
作
物
な
ど
に
注
目
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
そ
の
気
づ
き
が
新
た
な
農

商
工
連
携
商
品
の
開
発
に
繋
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
。

農 商 工 連 携 の 事 例 紹 介

　24 年度、「きょうと農商工連携応援ファンド支援事業」で採択され、
市内で取り組まれている２件の事例（商品）について紹介します。

　 ロコモの診 断には、 ロコチェックを使います。
下のチェック表で、７つの項目の内１つでも該 当
するものがあれば、ロコモの可能性があります。

　５０歳を過ぎれば、７割以 上の人にロコモの可
能性があると言われています。健康で長生きする
ためには、高齢になってからではなく、若いうち
からロコモに関心を持つことが重要です。
　ロコモの予防、治療には、バランス力や筋力を
鍛えるための運動 “ロコトレ”が役立ちます。

□ 片足立ちで靴下がはけない
□ 家の中でつまづいたり滑ったりする
□ 横断歩道を青信号で渡りきれない
□ 階段を上るのに手すりが必要である
□ １５分くらい続けて歩けない
□ ２㌔程度の買い物をしたとき、持ち帰るのが　 
　 困難である (１㍑の牛乳パック２個程度 )
□ 家の中の、やや重い仕事が 困難である（ 掃除　 
　 機の使用、布団の上げ下ろしなど）

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
を
支
援
し
ま
す
。

農
商
工
連
携
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
開
発
を
促
進

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

きょうと農商工連携応援ファンド支援事業

　今回は、メタボと同じように予防が大切
な「ロコモ」について、弥栄病院の森本医
師に聞きます。

健康で長生きするには“ロコモ予防”

３月１８日（月）～４月２６日（金）
農林漁業者と中小企業者の連携体
連携体の参加者がそれぞれの強みを活かした新商品やサービスの開発・販売などに
係る事業（例：規格外品の農作物を使用した加工食品の開発など）
事業に必要な経費の２／３以内
１連携体当たり３００万円以内
審査委員会で書面と面接による審査を行い、助成額を決定
公益財団法人京都産業２１連携推進部（電話075-315-8677）
農業ビジネスセンター京都 (電話 075-417-6888)
京都府丹後広域振興局農林商工部企画調整室(電話 0772-62-4315)

　
京
都
府
で
は
、新
た
な
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
や
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
農
林
漁
業
者
と

商
工
業
者
の
連
携
体
に
よ
る
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を
、「
き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ

ン
ド
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

京丹後茶葉を使用した和菓子開発

ガラシャの涙　

〈連携体〉福喜農園―ポラリス

助 成 率

審査・採択

対 象 事 業

募 集 期 間

問い合わせ

　きょうと農商工 検索 ➡

対象事業者

助 成 額

「バイ貝」を使用した漁師メシの商品化

　　　　　　　　バイ貝ご飯の素

〈連携体〉天の酒喰―佐々木茂（漁業者）

　

京都府では、丹後あじわいの郷を
核として、丹後の良質な「食」を広
く発信しています

運動機能を総合的に考えて予防を

“ロコチェック”でロコモ診断

イラスト出典：日本整形外科学会「ロコモパンフレット2010 年度版」
その他詳しくは、日本整形外科学会のホームページをご覧ください。

（http://www.joa.or.jp/jp/index.html）

ロコモティブシンドローム
筋量の減少

神経活動の低下
関節軟骨の減少
椎間板の減少 骨量の減少

サルコペニア

歩けない、立ち上がれない　要支援・要介護

変形性膝関節症
変形性脊椎症 骨粗しょう症

歩行障害

ロコチェック

ロコトレでバランス力と筋力を

開眼片足立ち

スクワット

　転倒しないように、必ずつかまるものが
ある場所で行います。床につかない程度に
片足を上げます。
　左右1分間ずつ、1日３回行いましょう。

　安全のために、イスやソファの前で行
います。深呼吸をするペースで５、６回繰
り返し、１日３回行いましょう。
　ひざは、あまり曲げすぎないように注
意しましょう（90度を超えない）。

ロコトレ

出典：日本整形外科学会編ロコモティブシンドローム診療ガイド2010
（文光堂、東京）
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近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発

生
状
況
を
経
過
別
に
見
る
と
、「
逃
げ
遅

れ
」
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
死
者
の
発
生
状
況
を
時
間
帯
別

に
見
る
と
、
火
災
件
数
は
起
床
時
間
帯

が
多
い
一
方
で
、
火
災
死
者
数

は
就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
就
寝

時
間
帯
が
、
昼
間
に
比
べ
て
人

命
の
危
険
性
が
高
い
と
言
え

ま
す
。

 

　

こ
の
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
場
所
は
、
必

要
最
小
限
で
高
い
効
果
が
得

ら
れ
る
「
寝
室
」
に
設
置
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
は
、「
階
段
室
」
に
も

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
火
災
の
煙
が
階

段
室
に
集
ま
り
や
す
い
こ
と
、

寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る
住
宅
の
ほ
と
ん

ど
は
、
階
段
が
唯
一
の
避
難
経
路
に
な
る

か
ら
で
す
。

　

な
お
、
京
丹
後
市
火
災
予
防
条
例
で

は
、「
台
所
」
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
正
し
く

設
置
し
て
、
自
分
た
ち
の
「
大
切
な
命
」

を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

たんごの風５６号2013 年 4 月

▲署内火災防御訓練の様子

統計で見る京丹後の実態

　昨年は、全国各地で東日本大震災の教訓を受け、地域防災の強化を目
指した１年となりました。
　京丹後市では、残念ながら火災によって３人の方が亡くなられ、また、府
内でも祇園や亀岡で多数の傷病者が発生する交通事故が起こりました。
　災害はいつどこでどのように発生するか分かりません。多様化する災害に
対応し、市民の皆さんが安心して暮らせる「まち」を目指して、職員一同全
力で取り組んでいきます。

東日本大震災を教訓に地域防災強化

消防長
　吉田 件

けん
昨
さく

　

救
助
出
動
件
数
は
38
件
、
救
助

人
員
は
24
人
で
、
と
も
に
前
年
比

８
件
（
人
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
主
な
出
動
件

数
は
、「
交
通
事
故
」
が
22
件
（
全

出
動
件
数
の
57
％
）、
次
い
で
「
水

難
事
故
」が
７
件（
同
18
％
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、救
助
の
要
請
は
、

祝
休
日
が
多
く
（
18
件
）、
全
出
動

件
数
の
47
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
海
水
浴
な
ど
に
出
か
け

る
際
は
、
交
通
事
故
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
波
が
高
い
と
き
は
絶

対
に
海
に
入
ら
な
い
、
小
さ
な
子

供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
な
ど
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
救
急
出
動
件
数
は
２
５
３
６
件

で
、
前
年
に
比
べ
55
件
減
少
し
ま

し
た
が
、
過
去
最
多
を
記
録
し
た

前
年
に
次
ぐ
、
過
去
２
番
目
に
多

い
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
故
種
別
ご
と
に
み
る
と
、「
急

病
」
が
１
５
２
８
件
（
全
出
動
件

数
の
62
％
）と
最
も
多
く
、次
に「
一

般
負
傷
」
の
３
６
９
件
（
同
14
％
）、

「
交
通
事
故
」
２
５
２
件
（
同
10
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
３
つ
の
事
故

種
別
で
全
出
動
件
数
の
86
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

搬
送
人
員
は
２
３
７
２
人
で
、

こ
の
う
ち
１
０
１
２
人（
42
％
）が
、

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
で

し
た
。
こ
れ
は
全
国
平
均
の
50
％

を
下
回
る
数
値
で
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、

今
後
も
引
き
続
き
救
急
車
の
適
正

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
１
９
番
受
信
件
数
は
３
，

５
４
０
件
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、

携
帯
電
話
か
ら
の
受
信
件
数
が
、

全
受
信
件
数
の
24
％
を
占
め
ま
し

た
。

　

問
い
合
わ
せ
、
い
た
ず
ら
な
ど

の
「
目
的
外
」
の
受
信
が
８
２
５

件（
全
受
信
件
数
の
23
％
）で
し
た
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
の

電
話
番
号
で
す
。
本
当
に
命
に
か

か
わ
る
通
報
が
受
信
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、「
☎
６
２-

０
１
１
９

番
」
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

火災で死者３人、負傷者６人

交通事故、水難事故がほとんど

急病の出動が大多数

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
、
平
成
24
年
中
の
要

請
件
数
は
67
件
で
、
搬
送
人
員
は
50
人
で

し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
公
立
豊
岡
病
院
を

基
地
病
院
と
し
て
平
成
22
年
４
月
に
運

航
を
開
始
。
京
丹
後
市
の
総
要
請
数
は
、

こ
れ
ま
で
で
約
２
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
効
活
用

し
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
の

た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問い合わせは62-0119 番へ

　平成 24 年中の市内の火災発生状況や救急救助活動など、消防・防災に関す
る各種の統計調査結果をお知らせします。

火災警報器は“寝室”に設置を

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

▲救急現場から病院に連絡
する救急救命士

▲保育園児の消防署見学を受け入れ

　

平
成
24
年
中
の
火
災
件
数
は
27

件
で
、
前
年
に
比
べ
６
件
増
加
し
、

過
去
５
年
間
で
最
多
と
な
り
ま
し

た
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
が
19
件(

全
火
災
の
70
％)

、
車

両
火
災
が
５
件(

同
18
％)

、
林
野

火
災
が
２
件(

同
７
％)

、
そ
の
他

火
災
が
１
件(
同
３
％)

で
し
た
。

　

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
３
人
で
、
２
月

に
発
生
し
た
建
物
火
災
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
負
傷
者
は
６
人
で
し
た
。

　

主
な
火
災
原
因
と
し
て
、
天
ぷ
ら
鍋

に
火
を
か
け
た
ま
ま
放
置
し
た
例
や
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
の
際
に
灯
油
が

漏
れ
出
し
た
例
な
ど
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

正
し
く
設
置
し
、
も
し
も
の
と
き
に
備

え
て
作
動
点
検
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

過
去
５
年
で
最
多
発
生

前
年
比
55
件
減

２
割
強
が
目
的
外

約
５
割
が
祝
休
日
の
出
動

火
災
に
よ
る
死
者

　
「
逃
げ
遅
れ
」
が
最
多

　　
火
災

不
注
意
に
よ
る
火
災
多
数

　　
救
助

　　
救
急

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も

活
用
し
て

　　
通
信

27件

38件

２，５３６件

２，５３６件

件

件

件



在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

苑
エ ン

　林
リ ン

 さん（31）

峰山町安在住

発
電
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
場
内

温
水
に
利
用
し
て
い
ま
す

ご
み
処
理
場
の
熱
は
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
ま
す
か

▼
現
在
あ
る
施
設
で
、
ご
み
の
焼
却
設
備

の
熱
は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
２
０
１
３
年
１
月
１
日
の
京
都
新
聞

で
は
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
発
電
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

京
丹
後
市
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
【
住
所
・
年
齢
・
性
別
未
記
入
】

▼
本
市
で
は
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
「
京
丹
後
市
峰
山
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」
で
ご
み
の
焼
却
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
建
設
当
時
に
熱
利
用
（
発
電
な
ど
）

ご
意
見
箱
か
ら

声

み
ん
な
の

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

平成 24年度近畿スポーツ
推進委員協議会功労者表彰

　平成 5 年から 20 年間にわたり、体
育指導委員およびスポーツ推進委員と
して、地域住民に対してスポーツの普
及活動などに取り組む。社会体育の振
興、生涯スポーツ社会の実現に向けて
尽力。その功績が評価されました。

　（
大
宮
町
善
王
寺
）

  

石
岡  

則の
り

弘ひ
ろ 

さ
ん （
48
）【市スポーツ推進委員】

丹後産コシヒカリ
良食味米共励会　表彰

　コシヒカリの良食味栽培および安
全・安心な米作りに取り組んでいる
生産農家などを表彰。

　（
網
野
町
切き

り

畑は
た

）

  

岸
本  

昭
彦 

さ
ん

京
都
府
知
事
賞

京
丹
後
市
長
賞

  

岡
田  

信
作 

さ
ん 

（
大
宮
町
久く

住す
み

）

（
久
美
浜
町
布ほ

袋た
い

野の

）

  

農
事
組
合
法
人 

田た

吾ご

作さ
く

丹後産コシヒカリ
イメージキャラクター

「こしたん」

　漁師の厳しさや楽しさを体験する「１
日漁師体験事業」を企画。漁業者や
地元区、一般市民と連携して取り組み、
事業で得た利益を地域に還元する仕
組みなど、新たな沿岸利用策の先進例
として、その活動が評価されました。

京都府漁業協同組合 網野支所 遊
あそび

浦
うら

地区

第 18回全国青年・女性漁業者交流大会
地域活性化部門　水産庁長官賞

に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
発

電
を
行
う
場
合
は
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
よ
う
に
「
１
日
の
ご
み

焼
却
能
力
が
約
２
０
０
㌧
以
上
必
要
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
市

内
か
ら
発
生
す
る
「
可
燃
ご
み
」
が
対

象
で
、
日
処
理
量

「
66
㌧
」
の
焼
却
能

力
で
す
の
で
、
施

設
内
で
使
用
す
る

電
力
量
も
賄
う
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
熱
利

用
と
し
て
作
業
員
が
汚
れ
を
落
と
す
際

な
ど
に
利
用
す
る
温
水
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

【
市
民
部
市
民
課
】

漁
師
体
験
で
サ
ザ
エ
採
り

を
楽
し
む
参
加
者

魚釣りを楽しむ苑さん（伊根町にて）
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私
の
故
郷
は
中
国
の
大だ

い

連れ
ん

。
浪
漫
の
都
と
呼
ば

れ
、「
活
力
」
と
「
美
し
さ
」
が
溢
れ
る
都
市
で
す
。

八
年
前
、
仕
事
で
京
丹
後
に
来
ま
し
た
。
こ
ち
ら

に
向
か
う
際
、
飛
行
機
か
ら
き
れ
い
な
夜
景
を
眺

め
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
想
像
を
し
ま
し
た
。
京
丹

後
に
近
づ
く
に
連
れ
て
灯
り
が
減
り
、
つ
い
に
福

知
山
か
ら
道
の
両
側
が
真
っ
暗
に
…
。

　
翌
朝
、
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
で
目
覚
め
、
カ
ー
テ

ン
を
開
け
る
と
、
目
の
前
は
山
！
驚
き
の
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
。
ご
み
の
分
別
は
、
大
学
入
試
よ
り

難
し
く
、
毎
日
出
し
て
は
ダ
メ
な
の
？
水
道
水
は

飲
め
る
の
？
バ
ス
の
乗
客
が
少
な
く
、
電
車
は
一

車
両
？
冬
場
は
、道
路
か
ら
水
が
湧
き
出
る
な
ど
、

嘘
の
よ
う
な
現
実
の
連
続
で
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
言
葉
。
片
言
し
か
喋
れ
な

か
っ
た
当
時
、
お
昼
は
何
を
食
べ
た
？
と
聞
か
れ

て
も
、
鶏
と
し
か
答
え
れ
ず
、
仕
方
な
く
両
手
を

広
げ
、
翼
を
カ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
動
き
を
し
て
、

や
っ
と
手
羽
先
だ
と
分
か
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

最
初
の
日
本
語
の
先
生
は
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
」。
と
に
か
く
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
知
ろ
う

と
、何
度
も
観
た
せ
い
か
「
苑
さ
ん
の
言
葉
は
変
」

と
い
わ
れ
ま
す
…
。

　
会
社
で
は
、先
輩
た
ち
が
暮
ら
し
の
情
報
や〝
正

し
い
”
日
本
語
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
近
所
の
方

も
親
切
で
、お
か
ず
や
野
菜
を
分
け
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
仕
事
も
楽
し
く
、
充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

お
い
し
い
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
カ
ニ
、

お
米
、
野
菜
、
魚
介
類
、
果
物
な
ど
。
大
好
物
は
、

山
の
柿
、
焼
き
牡
蠣
、
野
菜
鍋
で
す
。
き
れ
い
な

ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
琴
引
浜
の
鳴
き
砂
や
屏
風
岩

の
幻
の
滝
な
ど
、中
国
の
親
戚
や
友
達
が
来
た
ら
、

ぜ
ひ
連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
た

京
丹
後
は
、
ま
さ
に
第
二
の
故
郷
で
す
。

  

私
も
何
か
の
か
た
ち
で
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
国
語
勉
強
交
流
会
や
外

国
人
ガ
イ
ド
育
成
講
座
な
ど
で
、
中
国
の
文
化
を

紹
介
し
た
り
、
中
国
か
ら
観
光
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
、京
丹
後
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、

両
国
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
子
ど
も
を
こ
ち
ら
に
連
れ
て
き
ま
し
た
。

家
族
三
人
一
緒
に
頑
張
っ
て
、
引
き
続
き
京
丹
後

の
生
活
を
満
喫
し
た
い
で
す
！

▼
表
紙
の
「
き
も
の
の
あ
る
風
景
」
が
楽

し
み
で
す
。
裏
表
紙
の「
人
口・世
帯
数
」

が
合
併
当
時
か
ら
毎
月
減
少
し
て
い
く

の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
【
久
美
浜
町
・
７０
代
・
男
性
】

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
後
必
要

か
と
考
え
ま
す
が
、
導
入
費
用
の
関
係

上
、
検
討
を
要
し
ま
す
。

　
　
ま
た
農
業
経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

機
械
な
ど
に
多
く
の
費
用
が
掛
か
り
、

大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
助
成
金
を
お

願
い
し
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
今
後
の
動
向
、

農
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。　

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
知
れ
、

よ
り
愛
着
が
持
て
る
文
面
（
記
事
）
で

す
。「
図
書
館
だ
よ
り
」
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
本
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
【
弥
栄
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
健
康
だ
よ
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
で
、

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
こ
と
が
大

切
だ
と
…
。
野
菜
、
乳
製
品
は
不
足
し

や
す
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、
我
が
家
は
、

み
ん
な
野
菜
が
大
好
き
で
、
牛
乳
も
毎

日
飲
ん
で
い
ま
す
。

　
【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
と
「
健
康
だ
よ
り
」

が
身
近
に
感
じ
て
と
て
も
好
き
で
す
。

　
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
名
所
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

野
間
の
清
流
渓
谷
は
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

で
す
が
、
地
区
の
方
に
よ
る
「
今
が
見

ど
こ
ろ
」「
何
月
の
お
薦
め
」
と
し
て
、

名
所
な
ど
を
連
載
で
紹
介
を
！

　
【
峰
山
町
・
60
代
・
男
性
】

▼「
振
り
込
め
詐
欺
」急
増
！
の
コ
ー
ナ
ー

を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
減
少

し
て
お
ら
ず
、
対
象
が
高
齢
者
で
あ
る

と
の
こ
と
。
も
う
少
し
大
き
く
具
体
的

に
事
例
な
ど
を
交
え
理
解
し
や
す
い
特

集
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
数
々
の
事
を
経
験
し
て
知
識
の
豊
富
な

方
、
人
の
力
に
な
り
た
い
と
の
思
い
の

決
心
、
す
ば
ら
し
く
良
き
人
生
を
歩
ま

れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
「
視
界
遼
考
」
の
新
コ
ー
ナ
ー
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
時
々
、
神
明
山
古
墳
の

頂
上
か
ら
立
岩
方
面
を
見
下
ろ
し
、
古

代
丹
後
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。
次

号
が
楽
し
み
で
す
。

　
【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

　
※
シ
リ
ー
ズ
「
視
界
遼
考
」
は
２
カ
月

に
一
度
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

▼
丹
後
、
奥
丹
後
と
い
わ
れ
る
言
葉
に
些い

さ
さ

か
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
年
連
続
「
特
Ａ
」

と
「
丹
後
王
国
食
グ
ル
メ
」
な
ど
、
食

以
外
で
は
丹
後
織
物
ブ
ラ
ン
ド
と
誇
れ

る
丹
後
で
す
ね
。
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

な
ど
の
記
事
が
好
き
で
す
。
広
報
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】
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生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

馬
ばん

場
ば

 琴
こと

花
は

ちゃん（女の子）
2月生まれ・3,400㌘
母：奈津さん　父：隆太さん

（峰山町長岡）

松村 美
み

波
なみ

ちゃん（女の子）
2月生まれ・2,858㌘
母：和美さん　父：直明さん

浅田 海
かい

生
せい

ちゃん（男の子）
1月生まれ・4,228㌘
母：美恵さん　父：高

たか

史
し

さん

（網野町浜詰）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
か

た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
広
聴
課
「
生

命
の
絆
」
係
ま
で 

 
☎
６
９-

０
１
１
０

さ
と
が
え
り

（神戸市長田区／実家：大宮町河辺）

▲団体戦で優勝し、賞状を受け取る橘至誠館の東主将

　

京
丹
後
市
剣
道
連
盟
が
主
催
す
る

第
8
回
京
丹
後
市
少
年
剣
道
大
会
が

３
月
17
日
、
市
大
宮
社
会
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
ほ
か
、
綾
部
市
、
福
知
山

市
、
豊
岡
市
（
兵
庫
県
）
な
ど
の
小

中
学
生
剣
士
１
６
４
人
が
出
場
。

　
24
チ
ー
ム
が
戦
う
団
体
戦
（
＝
杉

本
杯
）
と
、
市
内
の
剣
士
が
各
部
に

分
か
れ
て
戦
う
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

大
会
結
果　

団
体
戦（
杉
本
杯
）

　

優　

勝 

橘
至
誠
館
Ａ

　

準
優
勝 

大
宮
真
武
館
Ａ

　

３　

位 

網
野
少
年
剣
道
教
室
Ａ

少年剣士が熱戦

▲激しく打ち合う少年剣士たち（団体戦決勝・大将戦）

▶
峰
山
総
合
公
園
で
イ
ン
タ
ー
バ
ル
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
実
践
す
る
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

近畿スポーツ推進委員
研究協議会開催

　

近
畿
各
府
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

一
堂
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
つ
い

て
研
究
す
る
「
近
畿
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
」（
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
合
な
ど
が
主
催
）
が
３
月
１
、２
日
の
両

日
、
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）
な
ど
で

開
か
れ
、
約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
府
県
の
代
表
者
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
す
る
事
例
発
表
や
紙
上
発
表
を
行
っ
た

ほ
か
、
理
論
研
修
や
実
技
研
修
も
行
い
ま

し
た
。

　
実
技
研
修
で
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
向
井
利
子
さ
ん
（
網
野
町
）

が
、
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
早
歩
き
を

加
え
る
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
紹
介
。
参
加
者
ら
は
、
峰
山
総
合
公
園

で
同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
や
実
技
研
修
も

　
「
網
高
体
操
」
は
、
府
立
網
野
高
等

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
独
特
の
体
操
。

１
９
８
０
年
代
の
洋
楽
ポ
ッ
プ
ス
の
軽
快

な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、ジ
ャ
ン
プ
、対
側
屈
、

伸
脚
な
ど
15
種
類
の
運
動
を
踊
り
な
が
ら

行
い
ま
す
。

　
塩
見
正
典
教
諭
（
現
府
立
海
洋
高
等
学
校
長
）

が
中
心
と
な
っ
て
創
作
し
た
も
の
で
、
今

年
が
30
周
年
。
同
校
で
は
、
各
学
年
１
学

期
の
必
修
課
題
に
す
る
と
と
も
に
、
体
育

の
準
備
運
動
と
し
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
校
卒
業
生
の
岩
浪
恵
美
子
さ
ん
（
45
）

は
「
卒
業
し
て
30
年
近
く
経
ち
ま
す
が
、

曲
が
鳴
る
と
体
が
勝
手
に
動
き
出
し
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
踊
れ
そ
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

「いくつになっても踊れる」
網高体操 30周年

▶
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
よ
う
に
体
操
す
る
生
徒

個
人
戦《
各
部
優
勝
者
》
※
敬
称
略

　

小
学
１
年
生
以
下
の
部

　
　

吉
野
凪
紗（
橘
至
誠
館
）

　

小
学
２
・
３
年
生
の
部

　
　

新
冶
星
哉（
大
宮
真
武
館
）

　

小
学
４
年
生
の
部

　
　

松
坂
将
吾（
網
野
少
年
剣
道
教
室
）

　

小
学
５
年
生
の
部

　
　

井
本
匡
哉（
橘
至
誠
館
）

　

小
学
６
年
生
の
部

　
　

森
津
光（
橘
至
誠
館
）

　

小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部

　
　

小
松
あ
す
か（
橘
至
誠
館
）

　

中
学
１
年
生
男
子
の
部

　
　

坪
倉
亘
佑（
大
宮
真
武
館
）

　

中
学
２
年
生
男
子
の
部

　
　

東
剛
志（
橘
至
誠
館
）

　

中
学
３
年
生
男
子
の
部

　
　

日
下
部
航
平（
網
野
少
年
剣
道
教
室
）

　

中
学
生
女
子
の
部

　
　

奥
田
莉
央（
橘
至
誠
館
）

3 月 17 日

　
高
齢
者
な
ど
を
狙
い
、
市
役
所
な
ど
公
的
機
関
の

職
員
を
名
乗
っ
て
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

“
振
り
込
め
詐
欺
”
に
よ
る
被
害
や
、
振
り
込
め
詐
欺

目
的
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、少
し
で
も
「
お
か
し
い
」

と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
警
察
や
家
族
、

周
囲
の
人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
対
策

◎
不
審
電
話
は
い
っ
た
ん
切
り
、
一
人
で
判
断
せ
ず
警

察
や
家
族
に
相
談

◎
在
宅
中
も
留
守
番
電
話
に
す
る
こ
と
が
効
果
的

◎
ご
近
所
や
高
齢
の
方
に
、
被
害
防
止
の
呼
び
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す

【
市
民
協
働
課
☎
６
９
‐
０
２
４
０
】

振
り
込
め
詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

○
○
市
役
所
で
す
。
医
療
費
の

還
付
が
あ
り
ま
す
。
○
○
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
…

行政機関職員が還付金を支払う
場合に、直接電話で連絡し、Ａ
ＴＭ機の操作を指示することは
ありません。
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本市から復幸応援センターに派遣していた井
上浩一主任（右）。本市から陸前高田市の仮設
住宅入居者に贈った入浴剤を手にする戸羽市
長（左から2番目）、久保田副市長（同１番目）

室戸岬の岩石海岸（室戸ジオパーク）

　
「
丹
哥
府
志
」
は
、
丹
後
各
地

の
名
勝
な
ど
を
挿
し
絵
入
り
で

紹
介
し
た
地
誌
で
、
江
戸
時
代

の
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
も

の
で
す
。
全
九
巻
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を

知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
編
さ
ん
し
た
の

は
、
宮
津
藩
の
儒
学
者
だ
っ

た
小こ

林ば
や
し

玄げ
ん

章し
ょ
う

と
い
う
人
物
で

す
。

　

玄
章
は
、
丹
哥
府
志
を
編

さ
ん
す
る
前
に
、
宮
津
藩
主

の
名
を
受
け
、「
丹た

ん

後ご

州し
ゅ
う

宮み
や

津づ

府ふ

志し

」
を
編
さ
ん
。
同
書

が
宮
津
藩
内
の
歴
史
や
名
勝

を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
丹
後
各

地
の
名
勝
を
紹
介
す
る
丹
哥
府

志
の
編
さ
ん
に
着
手
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

編
さ
ん
途
中
の
天
明
四

（
１
７
８
４
）
年
、
玄
章

は
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

孫
の
之し

原げ
ん

が
天
保
一
二

（
１
８
４
１
）
年
に
は
完
成

さ
せ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
丹
哥
府
志
は
、
巻

五
「
竹
野
郡
」
の
み
原
本

が
残
っ
て
お
り
、
昭
和
一
七

（
１
９
４
２
）
年
、
宮
津
の

沢
村
秀
夫
が
「
郷
土
と
美

術
」
と
い
う
雑
誌
で
「
丹
哥

府
志
の
原
本
」
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
丹
哥
府
志
の
原
本
は
、
江

戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た

丹
後
地
域
の
地
誌
の
原
本
で
あ

る
と
い
う
希
少
価
値
か
ら
、
昭

和
五
一
年
三
月
一
日
付
で

網
野
町
指
定
文
化
財
（
書

跡
）
に
指
定
さ
れ
、
平
成

一
六
年
の
京
丹
後
市
発
足

に
あ
わ
せ
京
丹
後
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

84

丹た
ん

哥か

府ふ

志し

の
原
本

江戸時代の貴重な地誌

14

　

去
る
３
月
10
日
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
で
「
東
日
本
大
震
災
追
悼

式
」
が
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
全
国

の
自
治
体
や
民
間
事
業
者
、
法
人

な
ど
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
「
復

幸
支
援
会
議
」
が
開
か

れ
、
同
会
議
の
呼
び
掛

け
人
の
一
人
と
し
て
、
共

に
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
追

悼
式
に
先
立
ち
、
網
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
小
森
会
長

は
じ
め
４
人
の
代
表
の
皆
さ
ん
に

　現在、日本国内には 25のジオ
パークがありますが、そのうち
世界ジオパークに加盟している
のは山陰海岸のほか、北海道の
洞
とう

爺
や

湖有
う

珠
す

山、新潟県の糸
い と い が わ

魚川、
長崎県の島原半島、高知県の室

むろ

戸
と

の４つです。
　今回は、これらのジオパーク

の特徴を３つに整理して紹介
します。
　山陰海岸と糸魚川は、とも
に日本海と日本列島の形成を
テーマとしたジオパークで、
地域内では世界的にも有名な
地質学の研究が進められてき
ました。
　洞爺湖有珠山と、島原半島
（雲

うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

）はともに活火
山として有名で、火山噴火や
火砕流による災害を経験してい
るジオパークです。この災害か
らの復旧や防災活動も、ジオパー
クのテーマのひとつとなってい
ます。

貴重な地誌「丹哥府志」

よ
る
植
樹
の
た
め
の
義
援
金
20
万

円
の
戸
羽
・
陸
前
高
田
市
長
へ
の

ご
寄
贈
式
に
も
陪
席
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
か
ら
２
年
が
経
過
を
す
る

わ
け
で
す
が
、
被
災
地
の
状
況
は

い
わ
ゆ
る
「
が
れ
き
」（
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
も
の
ば
か
り
で
、
本
来
、

瓦が

礫れ
き

と
は
到
底
呼
べ
ま
せ
ん
）
の

撤
去
は
お
お
む
ね
で
き
つ
つ
あ
る

状
況
で
し
た
が
、
新
建
屋
建
築
ま

で
は
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
状
況

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
状
況
も

住
居
、
仕
事
、
生
活
、
交
通
な
ど

大
変
な
多
く
の
困
難
に
直
面
さ
れ

て
お
ら
れ
る
状
態
で
、
復
興
は
ま

だ
ま
だ
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
、

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

全
国
青
年
市
長
会
で
は
一
昨
年

の
８
月
か
ら
「
復
幸
応
援
セ
ン
タ

ー
」
を
開
所
し
、
会
員
各
市
が
交

代
で
職
員
を
派
遣
し
、
物
産
販
売

支
援
、
各
種
交
流
・
支
援
事
業
な

ど
、
陸
前
高
田
市
民
の
皆
さ
ん
に

全
国
各
地
の
市
民
や
民
間
の
皆
さ

ん
の
支
援
や
交
流
の
力
を
つ
な
が

せ
て
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
お
り
、

本
市
か
ら
も
こ
れ
ま
で
２
人
の
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
大
切

な
の
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
の
「
継

続
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

戸
羽
市
長
が
追
悼
式
の
ご
式
辞

の
中
で
「
最
後
は
“
心
の
復
興
”

が
大
切
で
あ
る
」
の
旨
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

さ
さ
や
か
な
こ
と
は
、
１
年
や
２

年
の
短
期
で
は
な
く
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
真
摯
真
剣
に
向
き
合
う
ご

支
援
の
中
で
、
と
も
に
悲
し
み
、

と
も
に
悩
み
、
と
も
に
喜
び
、
と

も
に
笑
う
、
そ
ん
な
日
常

を
５
年
、
10
年
と
重
ね
て
、

家
族
や
兄
弟
の
よ
う
に
少

し
な
り
と
も
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
、“
お
心
の
復
興
”
の
一

助
に
つ
な
が
る
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
被
災
地
の
住
民
の
皆
さ
ん

が
口
々
に
言
わ
れ
る
お
言
葉
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ

か
ら
辛
い
の
は
、
忘
れ
ら
れ
る
こ

と
。
被
災
地
、
被
災
者
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」。

　

陸
前
高
田
市
の
み
な
ら
ず
東
日

本
各
地
の
被
災
地
、
被
災
者
の
皆

さ
ん
の
一
日
も
す
み
や
か
な
復
興
・

復
幸
に
向
け
、
引
き
続
き
少
し
で

も
お
心
に
届
く
息
の
永
い
ご
支
援

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

ジオパークごとに特徴

（資料提供：日本ジオパークネットワーク）

※ GGN：世界ジオパークネットワーク認定

日本ジオパーク

※「
丹
哥
」
の
読
み
は「
た
ん

ご
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

一日女性消防官を務めた橋本エリナさん（前列右から3人目）

　高知県の室戸は、プレートテクトニ
クス理論を証明した「付加体」につい
て研究された地域です。また、地震災
害と段丘の研究でも有名です。

陸
前
高
田
市
を
訪
問
し
て

　　～「
忘
れ
な
い
で
」～

世界ジオパーク認定は国内 5カ所

　ベトナム出身で久美浜町在住の橋本エリナさん（22）
が３月１日、市消防本部から「一日女性消防官」を委嘱さ
れ、火災予防の啓発活動などを行いました。
　橋本さんは、街頭で防火ちらしの配布や起震車体験に
加えて、こうりゅう保育所（久美浜町）での防火教室など
に参加。消防士たちと一緒に、火災避難時のポイントなど
を話しました。
　橋本さんは「私たちに安心を与えてくれる消防士の方
たちに、改めて感謝したいです。これからも、火災には十
分注意していきたいです」と話していました。

一日女性消防官に橋本エリナさん
火災予防の啓発活動行う

見
本
市
に
出
展
し
た
遊
絲
舎
代
表
の

小
石
原
將
夫
さ
ん
（
中
央
）、
副
代

表
の
充
保
さ
ん
（
左
）
と
、
民
谷
螺

鈿
代
表
の
民
谷
共
路
さ
ん

　２月12日から14日までフランス・パリで開催され
た、世界最大の国際的な繊維と服地の見本市「プルミ
エール・ビジョン」の特設ブースに、市内企業の遊

ゆう

絲
し

舎
しゃ

と民
た

谷
みや

螺
ら

鈿
でん

が招待を受け、出展しました。高度な匠
の技を持つ企業だけが選ばれ、世界から16社、日本
から５社が出展したものです。
　特設ブースには、大手ブランドデザイナーなど特別
招待者が来場。創造性と希少価値のある作品を鑑賞す
るとともに、商談が行われました。

国際的な見本市に市内２社が出展
藤
ふじ

布
ふ

の遊
ゆう

絲
し

舎
しゃ

、螺
ら

鈿
でん

織りの民
たみ

谷
や

螺鈿

　遊絲舎（網野町）
藤のつるで作った藤糸を使い、織物と融合した作品を手掛
ける。代表は小石原將夫さん、副代表は小石原充保さん。
　民谷螺鈿（丹後町）
貝殻を使った細工（螺鈿）を手掛ける。貝殻を織り込んだ
帯などを制作している。代表は民谷共路さん。



４月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 4

/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 5

/1 2 3 4

　柴田トヨさんが遺し
た 2 冊 の 詩 集 で す。
90 歳を過ぎてから詩を
書き始めたというトヨさ
ん。その、やわらかで
優しい一言一言が心深
く届きます。

　なかなか来
こ

ない春
はる

を待
ま

ちわびて、
町
まち

中
じゅう

に描
か

いた花
はな

や鳥
とり

の絵
え

は、一
ひと

晩
ばん

のはげしい雨
あめ

で全
ぜん

部
ぶ

流
なが

されてしま
いました。でも、その雨は本

ほん

物
もの

の
花やみどりをつれてきてくれたの
です。

フランスのデザート作りで交流

分配機

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　今年３月７日に、北丹後地震から
８６年、１１日には東日本大震災から
２年を迎えました。この日を迎えるに
当たり、私は生きる力と人の強さを改
めて感じました。もしも、今丹後で大
地震が発生したら、泣き虫の私は平常
心で情報が伝えられるだろうか・・・。
災害に強いまちづくりと共に、強い人
づくりの必要性も感じているところで
す。
　災害時、心の支えとなるのは、やは
り「情報」ではないでしょうか？私た
ち FMたんごは、災害時はもちろん、
日常からたくさんの情報・話題をお届
けしています。
　市内の一部地域では、電波の関係で
聴くことができませんが、京丹後市ケー
ブルテレビにご加入の皆さんは、テレ
ビのケーブルを利用して聴くことがで
きます。それでは、接続の仕方をご紹

介します。
★用意するもの　【電器店で販売して
いるアンテナケーブル分配機】【ワンセ
グアンテナ】
★接続の仕方　アンテナケーブルを
テレビにつなぐ前に分配機で分岐さ
せ、その１つにワンセグアンテナをつ
なぎます。アンテナ先端のクリップで
ラジオアンテナを挟むと、受信感度が
上がり、放送を聴くことができます。
詳しくは、FMたんごのホームページ
（http://fm-tango.jp/）をご覧ください。
　またケーブルテレビ未加入の方は、
加入もおすすめします。

　「線」でつながっているラジオとテレ
ビで京丹後市の情報を「面」へと広げ
ていきたいですね。そう、面といえば
紙面も欠かせません！広報きょうたん
ごもよろしくお願いします（＾＾）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
4 月 15 日（月）当日消印有効。当選者の発表は 5月
号のこのコーナーで。

◆3月号の答え
問１…再生　問２…レスキュー　問３…百度打ち

◆3月号当選者
澤明子さん（網野町）、田中邦代さん（峰山町）、堀英
子さん（大宮町）、田中久美子さん（網野町）、大久保
里美さん（丹後町）
応募総数29人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 新成人○○○人が新たな門出。式には 550 人が出席
問２ 「○○縦貫・超高速鉄道」実現へ、３市長が発起人会
問３ 奥大野区に春を呼ぶ「○○○草」

広報クイズ

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
が
３
月
17
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

大
宮
で
開
か
れ
、
35
人
が
「
フ
ラ
ン
ス

の
デ
ザ
ー
ト
」作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
員
で
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ア

リ
ス
・
ボ
ナ
ミ
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

り
ん
ご
ケ
ー
キ
、
ク
レ
ー
プ
の
３
品
を

調
理
。
参
加
者
た
ち
は
、
日
本
語
や
英

語
な
ど
を
用
い
て
交
流
し
な
が
ら
、
お

菓
子
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
マ
リ
オ
・
ア
シ
ー
ト
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
は
、「
周
り
の
人
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
い
し
い
お

菓
子
が
作
れ
た
。
と
て
も
い
い
交
流
が

で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

ア
リ
ス
さ
ん
（
中
央
）
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス
を
作
る
参
加
者
た
ち

今月のおすすめ
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図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

情報は線から面へ！

　

京都府丹後文化会館

4/21（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…1,200 円（当日1,500 円）

　	高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場№ 35

主催 /（財）京都府丹後文化事業団

北のカナリアたち

 上映開始 ① 10：00 ② 14：00 ③ 18：30

インフォメーション

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日1,000 円
全席自由

■はるがきた ジーン・ジオン／文 
マーガレット・ブロイ・グレアム／絵

こみや ゆう／訳　主婦の友社

■「くじけないで」　　■「百歳」 柴田 トヨ／著
飛鳥新社

よみきかせの
ごあんない

峰 山 図 書 館

広報広報

　より多くの市民の皆さんに「広報きょう
たんご」を読んでいただけるように、市
内の美容室や理容店、金融機関などに
配架しています。新たに、配架にご協力
いただいたお店を紹介します。

■美容室 ピュアアーク（峰山町白銀）
■美容室 スマイル　（網野町浅茂川）

市職員人事異動
退職 ［2 月28 日付 ]※カッコ内は前所属

弥栄病院 ≪技術部≫
作業療法士 中村 知春

　市立図書館（室）では、「絵本のよみきか
せ」を行っています。ぜひ、ご参加ください。

あ み の 図 書 館

大 宮 図 書 室

弥 栄 図 書 室

丹 後 図 書 室

久 美 浜 図 書 室

『えほんのじかん』（乳幼児対象）
毎週金曜日 10：30 ～ 10：45

『おはなしひろば』（3 才～小学生対象）
毎週土曜日 14：30 ～ 15：00

『えほんのへや』（乳幼児対象）
毎週木曜日 10：00 ～ 10：20

『よみきかせ』（3 才～小学生対象）
毎週土曜日 11：00 ～ 11：30 , 14：00 ～ 14：30

『ちっちゃなおてて』（乳幼児対象）
第２水曜日 10：30 ～ 10：50

『おはなしランド』（3 才～小学生対象）
第２・3 土曜日 10：30 ～ 11：00

『おはなし会』（乳幼児対象）
第 3 木曜日 10：30 ～ 10：50

『読み聞かせ会』（3 才～小学生対象）
第 3 土曜日 11：45 ～ 12：15

『えほんのへや』（乳幼児対象）
毎週水曜日 10：30 ～ 10：50

『おはなしの花束』（3 才～小学生対象）
第 3 日曜日 14：00 ～ 14：30

2223 2013.04 2013.04



242013.04

男　	28,856人	（－22）
女　	 31,043人	（－34）
計	　59,899人	（－56）
世帯数	 22,516世帯	（+11）
3月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
よ
う
や
く
春
の
陽
気
と
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
日
々
、
眼
の
か
ゆ

み
と
格
闘
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
花
粉
症
な
ど
の
対
策
は
Ｏ
Ｋ
で

す
か
？
▼
旅
立
ち
や
出
会
い
を
迎

え
る
こ
の
時
期
、
多
く
の
方
が
新

た
な
決
意
の
下
で
第
一
歩
を
踏
み

出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
▼
今

号
は
、
節
目
行
事
の
ひ
と
つ
、
成

人
式
を
取
材
。
羽
織
袴
や
振
袖
、

ス
ー
ツ
姿
で
旧
友
と
の
再
会
を

喜
ぶ
新
成
人
を
見
て
、
つ
い
多

め
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
…
▼
後
で
知
り
ま
し
た

が
、「
振
袖
」
に
は
、
人
生
を
左

右
す
る
“
振
り
”
が
あ
る
そ
う
で

す
ね
。
昔
の
男
性
は
、
告
白
し
た

女
性
の
意
思
表
示
と
な
る
振
袖
の

動
き
に
、
一
喜
一
憂
し
た
と
か
▼

人
生
の
節
目
の
催
事
に
は
先
人
の

思
い
、
発
祥
時
か
ら
の
歴
史
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
理
解
す

る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
取
材
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
勉
強

を
し
な
く
て
は
（
汗
）
／
樹

交通ルールやマナーを守り、事故防止に努めましょう！！
「思いやる　心で走ろう　京の春」4月 6日 ~15日は、春の全国交通安全運動週間です。

京丹後の野球界を牽引する

稲
い な

葉
ば

 悦
え つ

男
お

さん（74）　　　　　　　　　
　峰山町御

お

旅
たび

発
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プ
レ
ー
ヤ
ー
、
監
督
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
京
丹
後
の
野
球
界
を
牽
引
し
て
き
た
稲
葉
悦

男
さ
ん
（
74
）。
今
年
２
月
、
長
年
の
功
績
が
評

価
さ
れ
、
新
聞
社
主
催
の
「
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ッ
ポ
ン
賞
」
を
受
賞
。
人
生
の
大
半
を
野
球
に

注
ぎ
、
今
も
な
お
活
躍
を
続
け
る
稲
葉
さ
ん
の
足

跡
を
た
ど
っ
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
小
学
４
年
の
頃
、
野
球
と
出
会
っ
た
。
戦
後
間

も
な
い
時
代
。
麻
袋
を
縫
い
合
わ
せ
て
作
っ
た
グ

ロ
ー
ブ
、
竹
を
切
っ
た
だ
け
の
バ
ッ
ト
を
使
い
、

近
所
の
仲
間
と
寺
の
境
内
で
毎
日
夕
暮
れ
ま
で

ボ
ー
ル
を
追
い
駆
け
た
。「
と
に
か
く
野
球
が
好

き
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

高
校
卒
業
後
、
地
元
の
金
融
機
関
に
就
職
し
、

迷
わ
ず
社
内
チ
ー
ム
に
所
属
。
選
手
、
監

督
と
し
て
野
球
に
打
ち
込
ん
だ
。「
や
る
か

ら
に
は
強
く
な
り
た
い
と
、
ほ
ぼ
毎
週
土

日
は
練
習
や
試
合
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
」

と
話
す
稲
葉
さ
ん
。

　
さ
ら
に
、
野
球
の
知
識
を
深
め
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
審
判
員
の
資
格

を
取
得
。
母
校
の
峰
山
高
で
試
合
が
あ
る

と
き
は
、
審
判
を
買
っ
て
出
た
。
自
身
も

か
つ
て
夢
見
た
よ
う
に
、
甲
子
園
を
目
指

す
後
輩
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

だ
。

　
32
歳
の
と
き
、
京
都
府
軟
式
野
球
連
盟

丹
後
支
部
の
事
務
局
を
任
さ
れ
た
。
裏
方

と
し
て
10
年
間
、
支
部
長
な
ど
役
員
と
し
て
30
年

間
支
部
の
活
動
を
支
え
、
京
丹
後
の
野
球
界
を
牽

引
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
支
部
の
組
織
・
運
営
体

制
の
充
実
、
上
部
大
会
に
向
け
た
予
選
会
の
実
施

な
ど
、
野
球
レ
ベ
ル
の
向
上
に
も
貢
献
。「
一
番
の

喜
び
は
、
京
丹
後
の
社
会
人
チ
ー
ム
が
京
都
市
内

の
強
豪
を
破
り
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
」

と
笑
顔
で
話
す
。

　
平
成
16
年
の
京
丹
後
市
の
誕
生
に
伴
い
、
市
野

球
協
会
を
設
立
し
、
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。
市

民
野
球
大
会
や
野
球
教
室
の
開
催
、
丹
後
総
体
や

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
の
運
営
を

手
掛
け
て
き
た
。
さ
ら
に
３
年
前
か
ら
は
、
子
ど

も
の
ケ
ガ
を
予
防
し
、
１
日
で
も
長
く
好
き
な
野

球
を
続
け
て
ほ
し
い
と
、
い
ち
早
く
肩
や
肘
の
検

診
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
指
導
を
練
習
に
取
り

入
れ
る
な
ど
、
球
児
の
将
来
と
野
球
界
の
発
展
を

見
据
え
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
悩
み
は
、
少
子
化
や
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
台
頭
な

ど
に
よ
る
野
球
離
れ
。「
ひ
と
昔
前
は
、
家
族
揃
っ

て
茶
の
間
で
プ
ロ
野
球
を
観
戦
し
た
り
、
親
子
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
す
る
の
が
当
た
り
前

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
」
と
嘆
く
。

　
結
婚
の
際
〝
野
球
を
取
り
上
げ
な
い
で
”
と
奥

さ
ん
に
言
っ
た
ほ
ど
野
球
好
き
の
稲
葉
さ
ん
。
長

年
に
わ
た
る
功
績
が
評
価
さ
れ
、
多
数
の
団
体
か

ら
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
つ
い
先
日
も
、
栄
え
あ

る
「
平
成
24
年
度
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

賞
」
を
丹
後
で
初
め
て
受
賞
し
た
。

　
「
京
丹
後
の
野
球
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
」

と
周
囲
の
期
待
も
膨
ら
む
。
落
ち
着
い
て
テ
レ
ビ

の
前
で
野
球
観
戦
を
楽
し
め
る
日
は
ま
だ
先
の
よ

う
だ
―
。

36

野球に対する思いを語る稲葉悦男さん（自宅にて） 自
他
と
も
に
認
め
る

　
　�

根
っ
か
ら
の
野
球
人


